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単元名　　　第２学年　　　「夏休みの思い出」（８時間扱い）
実践のポイント（工夫）
・「話す、聞く」の単元だが、低学年なので論理的な文章を書く過程を意識させ、「順序を考える」の部分にも重点を置いて発表原稿を書かせた。

実践内容
	時
	学習活動
	指導上の留意点

	第一次
	１
	夏休みの思い出の中から友だちに伝えたい出来事を選ぶ。
【構想・選ぶ】
	・出来事に対する児童の率直な思いを尊重させる。
・楽しいことや嬉しいことに限定させない。

	
第二次

	２


	一番伝えたい出来事について詳しく思い出してノートに書き出す。
【構想・並べる】
	・後で順序を整理してもよいことを伝える。

・順序良く書くために、順序を示す言葉（「はじめに」、「つぎに」など）を例示する。

	
	３～４

	原稿用紙に発表のための文章を書く。
【記述・書いてみる】
	

	第三次
	５


	スピーチの練習をする。
【推敲・（書き）直す】

	・一人読み→ペア→グループで段階を踏んで練習させる。

・話し方（声の大きさ、速さ）や聞き方（疑問、もっと知りたいこと）のポイントを押さえる。

	
	６～８

	全体の前でスピーチを行う。友達のスピーチを聞いて意見を交流する。
【交流・読み合う】
	



評価
話・聞　　相手に応じて、話す事柄を順序立て、丁寧な言葉と普通の言葉との違いに気を付けて話すこと。

振り返り（成果や課題）
○何度も自分が書いたものを読んだり、友だちが書いたものを聞いたりしたので、論理的な文章構成に慣れ親しむことができた。
○時間の順序を意識させ、順序を示す言葉を例示したことで順序良く書かせることができた。
●児童の文章力や語彙力に差があり、書くこと自体に苦手意識を持つ児童もいるため、日々テーマを工夫し、書くことを習慣化させていきたい。
